
ブラン

1958年に米国で製造された「旅のしおり」。
トラベル英和辞典付き。

画家永井郁氏制作の国際線ポスター、1953年。

同じく鶴が舞うイラストを使った
機内サービスリスト、1950年代半ば。

1／海を渡る鶴をモ
チーフに作られた国際
線ステッカー。
2／乗客に配られた
ドル―円換算表。裏
には都市別時刻表も。

鶴のイラストがあしらわれた
「ポジションレポート」1950年代半ば。

に
お
け
る
広
告
を
広
告
代
理
店
B
C
G

（Botsford,Constantine & Gardnel

）

に
依
頼
す
る
。

　

戦
争
の
記
憶
が
残
り
、機
材
も
経
験

も
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
の
航
空
会
社
か
ら
、

旅
行
客
に
日
本
の
エ
ア
ラ
イ
ン
を
選
ん

で
も
ら
う
、と
い
う
の
は
至
難
の
業
だ

っ
た
と
思
う
。最
初
に
作
ら
れ
た
社
章

兼
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
も
、戦
闘
機
に
見

え
る
と
の
声
も
あ
っ
た
。B
C
G
は
会

議
を
重
ね
、独
自
に
日
本
の
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
、日
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
想

起
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
、宣
伝
を
始

め
る
。

　

同
じ
時
期
日
本
で
も
、国
際
線
進
出

の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
取
り
か
か

っ
て
い
た
。

　

ペ
ー
ジ
下
左
の
ポ
ス
タ
ー
は
一
九
五

三
年
に
制
作
さ
れ
た
国
際
線
ポ
ス
タ
ー
。

創
業
当
時
か
ら
日
本
航
空
の
デ
ザ
イ
ン

を
数
多
く
手
が
け
た
画
家
の
永
井
郁
氏

の
作
品
だ
。美
し
い
薄
紫
の
背
景
を
鶴

が
渡
る
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
好
評
だ
っ
た
。

以
降
旅
の
し
お
り
、ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど

鶴
の
イ
ラ
ス
ト
が
数
多
く
登
場
す
る
こ

と
と
な
り
、鶴
は
事
実
上
日
本
航
空
の

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、認
知
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。

1

2
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ドマークの60年

1953年8月の改正
時刻表。尾翼が赤
一色に変わり日の
丸の塗装が入る。

創業直後、1950年代前半の
国内ルートマップ。機種は導
入直後のDC-4。機体の塗装
は正式塗装以前のものだ。

1955年版ポケットカレンダー。表面はタンチョウ鶴の
イラスト、裏はU.S HEADQUARTERSとの表記がある。

1953年の国内線搭乗券。創業当時
のブランドマークが中央に。

村松謙二（編集部）＝取材・文
Text by AGORA

　
ま
ず
は
右
の
航
空
地
図
を
ご
覧
頂
き

た
い
。一
九
五
〇
年
代
前
半
に
作
ら
れ

た
こ
の
航
空
地
図
の
、下
部
に
レ
イ
ア

ウ
ト
さ
れ
た
赤
い
マ
ー
ク
が
一
九
五
一

年
の
創
業
直
後
に
作
ら
れ
た
日
本
航
空

の
社
章
兼
、ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
。

日
の
丸
を
バ
ッ
ク
に
飛
ぶ
航
空
機
を
正

面
か
ら
見
た
も
の
で
、翼
と
胴
体
に

J
A
L
の
文
字
を

あ
し
ら
っ
て
い
る
。

当
時
は
こ
れ
を
社

章
、航
空
機
の
塗
装
、宣
伝
物
等
に
一

貫
し
て
使
用
し
て
い
た
の
だ
が
、左
右

に
長
く
、傾
き
が
目
立
ち
、ど
こ
の
航

空
会
社
か
分
か
り
づ
ら
い
、な
ど
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。

　
一
九
五
三
年
一
二
月
。日
本
航
空
は
太

平
洋
線
進
出
を
計
画
し
、ま
ず
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
営
業
所
を
開
設
、ア
メ
リ
カ

海
を
渡
っ
た
鶴
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DC8の導入と日本的サービスを訴求したポスター。
新しいブランドマークが登場した1959年制作。

機内のギブアウェイとして制作された鶴の扇子。

1958年国際線時刻表。
JALのロゴ周りに桜が見える。

1965年に作られた「旅の手
帳」。本の奥付には日本の広
告制作会社ライトパブリシ
テイと、米国BCI（Botsford,
Constantine Inc.）社の共
同制作とある。

か
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
B
C
G
の
代
表

と
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、日
本
か
ら

は
宮
氏
ほ
か
、多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
試

案
を
持
ち
寄
り
議
論
し
た
。

B
C
G
の
主
張
は

◉ 

国
際
線
の
主
要
顧
客
は
米
国
人
。最

　

 

大
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
米
国
。

◉ 

他
国
の
航
空
会
社
と
比
べ
て
機
材

　

 

も
経
験
も
信
頼
も
劣
位
。

◉ 

ゆ
え
に
日
本
航
空
に
し
か
な
い
特

　

 

徴
を
強
調
す
べ
き
。

◉ 

そ
れ
は
日
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

　

 

り
、訴
求
は
そ
の「
日
本
」を
想
起

　

 

さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

◉ 

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
／
社
章
は
外
国

　

 

人
旅
客
か
ら
見
た
、注
目
度
、識
別

　

 

度
、認
識
度
な
ど
の
評
価
基
準
で
決

　

 

め
ら
れ
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。お
も
に「
何

が
美
し
い
か
」を
考
え
て
い
た
日
本
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
宣
伝
ス
タ
ッ
フ
は
、「
ど

う
す
れ
ば
日
本
の
利
益
に
な
る
か
」を

主
張
す
る
B
C
G
に
驚
い
た
。

　

こ
う
し
て
会
議
は
終
了
し
、議
論
を

重
ね
た
結
果
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
優
先
の

プ
ラ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

鶴
の
家
紋
が
数
多
く
使
わ
れ
、好
評
な

こ
と
か
ら
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
新
し
い

デ
ザ
イ
ン
を
制
作
す
る
こ
と
と
な
る
。

宣
伝
ス
タ
ッ
フ
は
ま
ず
、ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
宮
氏
に
試
作
を
依
頼
、そ

の
後
B
C
G
の
見
解
を
加
え
、最
後
は

二
世
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ヒ
サ
シ・
タ
ニ
氏

が
最
終
的
な
製
図
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
て
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

は
一
九
五
九
年
八
月
に
完
成
す
る
。以

後
商
標
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
媒
体
、

機
内
用
品
等
に
使
用
さ
れ
て
い
く
が
、

社
章
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
は
そ
れ
か

ら
六
年
後
、一
九
六
五
年
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

1956年制作の「旅のしおり」。鶴の家紋が使用され好評を得る。

1960年国際線搭乗券。
市松模様と家紋のデザ
インはこの頃から。

1965年国際線搭乗券。
ブランドマークを前面に。

1956年制作「旅のしおり」。こちらは市松模様。

　

再
び
右
の
写
真
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

紫
の
地
色
に
日
本
の
家
紋
を
あ
し
ら
っ

た
デ
ザ
イ
ン
は
、外
国
人
旅
行
客
に
向

け
て
、一
九
五
六
年
に
作
ら
れ
た「
旅

の
し
お
り
」で
あ
る
。こ
の
頃
か
ら
鶴

の
家
紋
を
中
心
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も

の
が
増
え
て
い
く
。二
年
後
の
一
九
五

八
年
、ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
ダ
グ
ラ
ス
D
C
8
の
導
入
を
控
え
、

社
内
で
は
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

制
作
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。し
か
し

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
ジ
ェ
ッ
ト
時

代
に
相
応
し
い
、現
代
的
で
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
も
の
と
、「
日
本
」を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
伝
統
的
な
も
の
を
ど
う
表
現

す
る
か
と
い
う
相
反
す
る
課
題
の
解
決

を
強
い
ら
れ
た
。こ
れ
は
訴
求
の
対
象

が「
国
内
」な
の
か
、「
海
外
」な
の
か
に

も
係
わ
る
、宿
命
的
な
も
の
だ
っ
た
。

当
時
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
宮
桐
四

郎
氏
は
、五
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
こ
の

課
題
を
与
え
た
が
、集
ま
っ
た
試
作
は

鶴
を
モ
チ
ー
フ
に
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、

現
代
を
象
徴
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。残
念
な
が
ら
当

時
の
担
当
者
も
関
連
部
も
、こ
の
試
作

が
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
相
応
し

い
と
は
考
え
な
か
っ
た
。こ
の
よ
う
な

経
緯
を
経
て
、一
九
五
九
年
二
月
、「
日

米
合
同
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
東
京
で
開

 
日
本 
を
思
い
浮
か
べ
る

も
の
と
し
て
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JALのブランドコンセプトを表す「JALボー
ルド」と呼ばれる、シンプルで機能的なオリジ
ナルのロゴタイプ。シンプルな力強いボール
ド書体は、流行にとらわれない印象を与え、盤
石なゆるぎない経営をめざす、改革への強い
決意を示す。また、スピード感あふれる斜体
は、「前へ進化を続ける」JALフィロソフィー
を表現し、「果敢に挑戦する」信念を示す。ア
ルファベットの「A」の一部、角を丸くした親
しみやすいタイプフェイスは、力強さの中に
も、やわらかい印象を与え、世界の空で高く評
価されるサービスを実現するために、お客さ
まの一歩先を考えた気づかいと思いやりが織
り成す「心づかい」を表現した。

ブランドカラーは、モチーフとした「丹頂鶴」
の色、すなわち「白」「赤」「黒」をベースに構成
された。
ベースとなるカラーはサービスの原点に立ち
返り、新生JALの無垢な気持ちを表す「白」、
メインとなるカラーはブランドの個性を主張
するとともに、日本を代表する国際企業とし
て日の丸・日の出をイメージさせる「赤（猩々
緋）」を採用。その他、メインカラーを補完す
る副色として「黒（墨）」を規定。カラーはいず
れも、日本固有の伝統色から選定された。
さらに、ブランドマーク・ブランドロゴタイプ
以外の、サブエレメント用カラーとして「シル
バー」を規定。これは輝く未来を予感させる
とともに、ブランドカラーをより鮮明に引き
立てる役割を担う。
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意
思
が
あ
っ
た
。宣
伝
部
の
真
下
淳
は

そ
の
先
頭
に
立
ち
、日
々
格
闘
し
た
。

　
最
初
の
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
上
が
っ
た

の
は
同
年
一
二
月
も
終
わ
る
頃
。そ
れ

ま
で
に
五
〇
以
上
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作

し
、議
論
を
重
ね
て
い
た
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
す
で
に

完
成
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、伝
統

あ
る
か
た
ち
に
新
た
に
手
を
加
え
る
こ

と
は
困
難
を
極
め
る
。真
下
は
外
円
や

内
円
を
楕
円
に
し
た
り
、数
多
く
の
ア

レ
ン
ジ
を
試
み
た
が
、改
め
て
正
円
の

美
し
さ
、使
い
や
す
さ
を
痛
感
し
た
と

1989  2002

い
う
。完
成
し
た
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
は
一
見
同
じ
に
見
え
る
も
の
の
、

細
部
に
は
大
き
く
手
を
加
え
た
。翼
の

切
れ
込
み
を
大
き
く
し
て
躍
動
感
を
強

調
し
、ク
チ
バ
シ
を
わ
ず
か
に
上
へ
向

け
、「
変
革
へ
向
け
て
の
強
い
意
志
」と

「
未
来
へ
の
希
望
」を
、頭
部
を
鋭
く
前

向
き
に
し
て「
前
進
」へ
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
表
現
し
た
。

　

新
し
い「
鶴
」に
は
、創
業
時
の
姿
勢

に
戻
り
、日
本
の
翼
と
し
て
再
び
海
を

渡
る
の
だ
と
い
う
全
社
員
の
心
が
、込

め
ら
れ
て
い
る
。
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1／正円を多くすることで「調和」を象徴。 
2／翼の切れ込みをシャープに大きくするこ
とで「力強さ」を表現。 

3／頭部をより鋭く前向きにすることで「前
進」をアピール。 

4／羽根の左右対称は「平衡感覚」を表す。 
5／クチバシを少し上向きにして「未来への
希望」と「変革へ向けての強い意志」を表
している。

6／切れ込みを大きくすることで羽ばたき続
ける「意志」を強調。

7／ロゴタイプをより太くすることで「力強さ」
を表現。

2011 

B 7 7 7 - 2 0 0

　
日
本
航
空
が
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
制
作
に

取
り
組
ん
だ
の
は
二
〇
一
〇
年
の
夏
。

多
く
の
お
客
さ
ま
か
ら「
鶴
丸
」の
復

活
を
後
押
し
さ
れ
制
作
は
始
ま
っ
た
。

一
般
的
に
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

制
作
は
外
部
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
数
社
か

1959  1989

3 1

25

6

7

4

ら
の
競
合
を
受
け
、社
内
で
協
議
決
定

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
多
い
が
、再
生
途

上
の
日
本
航
空
に
そ
の
余
裕
は
な
く
、

制
作
の
是
非
も
含
め
て
大
き
な
議
論
が

あ
っ
た
。今
回
は
コ
ス
ト
上
の
制
約
も

含
め
な
に
よ
り
も
、再
生
の
シ
ン
ボ
ル

は
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
た
い
と
い
う

 

初
心 
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て


